
 

県立総合衛生学院移転候補地の利活用方策案 
 

 

 

 

 

（１）商業施設  

施設例 

〇カフェ、コンビニ、書店、起業支援・ｺﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ、アミューズメント施設 等 
 （※ スーパー、薬局はＮＧ） 

 
期待される効果 

   〇地域内外からの集客に成功すれば賑わい創出に寄与 
   〇総合衛生学院学生の福利厚生に資する 
 

 

（２）地場産業関連施設 

施設例 

〇展示施設、特産品販売店、レストラン 等 
 

期待される効果 

   〇地域内外からの集客に成功すれば賑わい創出に寄与 
   〇地元関連企業の販路拡大に資する 
 
 
（３）公共施設 

施設例 

〇老朽化した県立施設、市立施設の建て替え 

※建物が老朽化しており、一定の来場者数が見込める施設より選定 

 
  期待される効果 

〇地域内外からの施設利用者による賑わい創出が見込まれる 
〇公共施設を統合して集約化する場合、地方交付税措置のある有利な財源の活用 
が可能 

 

 
 
 
 
 

１．賑わいづくりの視点【人の流入】 

資料４ 



 
 
 
 
（１）社会福祉施設 

施設例 

〇特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、サービス付高齢者向け住宅 等 
 

期待される効果 

   〇地域高齢者等へ福祉サービスを提供     
〇総合衛生学院（看護・歯科・介護学科）の実習場所として活用可能 

 
 

（２）子育て支援施設 

施設例 

〇保育園、こども図書館、育児相談・交流広場、職業体験施設、室内遊園施設 等 
 
期待される効果 

   〇子育て環境の充実により、若年層の移住・定着の促進を図る   
〇子育て世代の負担軽減、交流の促進 

 
 

（３）健康づくり関連施設 

 施設例 

〇スポーツクラブ、貸スタジオ、健康教室・介護予防教室 等 
 

期待される効果 

   〇地域住民の健康寿命延伸、健康づくりの推進に寄与  
〇総合衛生学院学生の福利厚生に資する 

 
 

（４）外国人材養成拠点 

 施設例 

〇外国人材養成施設、外国人向け居住施設 
 

期待される効果 

   〇看護師、介護福祉士の人材不足解消 
〇在住外国人向け医療・介護サービス提供体制の整備 

 

２．地域活性化の視点【地域住民の生活の質向上】 


